


























































(b) を す表現が一 るべきこと
( c) つの 定は 後ろの の否定を制 ること
(せ) つ自の くることによって、 全体は ること





す表現j の会￥;ま である o f?JIJ 
極性をもったそダヲティであることがわかる
なさず、?なしリの否定の意味が薄くなって他の























限られる j としている。行 ) 
は、筆者が付加した。〉原口(向)は二重否定においては意味を弱める場合を求めて
することの必要性を主張している。形議論、意味論的な研究としては、巨本語の二重否定





































( a) ぼかし表現 (Understatement) 二S読み=話者は somewhatXを含意
「なんとなく X、Xのようなそんな感じがする」




れる口前節で挙げた i~ ないでもない」や i~ないこともない」は(a) の解釈のみに慣














































上述の 1~ 3 の語用論的条件を満たした発話状況において、 r~気がしないでもない j の
ような二重否定を発話すると主観的な《主張》が緩和され、人間関係を維持できるという
メカニズムがある。更に B&L(1987)のフェイスに対する概念の援用もできる。(ヨ)<，主張》








に文末の日本語の二重否定は、 Grice (1975: 39) の「様態の原則」の「簡潔に述べよJを
。 。









本節では、之 1で述べ j がモダリティ の極母を逆転与せる否定意味を










































4. r _.といっても ではないJの対人的機能
4. 1. r "'-'といっても ではないj の命題内容の分類
のこれまでの検 よ 話者が
表現を るのは、その 「主観的















A主観的心情 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • .， ••• .， ••• •••• ・ ・ ・23例 (25%) 
B否定的評価...................................................7例 (8弘)
C肯定的評価・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・.24例 (26九)




これは、 I~ ないでもなし \J などの表現が「主観的」な命題内容のみだったのに対して、
異なる結果となった。また、その命題内容が主観的であれ、客観的であれ、話者がかなり
の程度でその命題内容を真であると確信している内容であることもわかったD これは 2.3
で述べた田中 (1998) の緩叙法の X読みが、「話し手が命題について真だと思っている度
合いが高しリということを含意していると指摘していることに通ずる口田中 (1998:209)











































のである。用例数の中では、一番少ない 8切に過ぎなかった。 (6) は国会衆議院の会議録
から収集した野党議員の発言である。発話機能は《非難》、聴者は政府与党、首相である口




















まり、 品言Jと言ってしまっておいてそれを「なしリとすることで、 [ 1の命題内容を
依然として留として浮かび上がらせたまま非難を成功させるのであるつ瀬戸の言葉を能ち
るなら「機先を制する、先回りして予想される相手の皮撃を断つjということである。「と















[ ]の命題内容の本当の意思が、 (6) ほど際立っていない為である。
は話者が日の命題内容をかなりの程変で真だと思っていること在





































































言いたくなるぐらい評価したいという話者の意図を添加している。次に(8) から I~ と
言っても過言ではなしリを取り去った (8γ を見てみたい。
(8) ，僕がその後、研究者になれたのも、たぶん、この一言の響きのおかげだった。






























発話の場合に I~ といっても過言ではなしリが有している機能は何であろうか。 I~ とい
っても過言ではなしリを取り除いた (9))はどうであろうか。
(9) )現在有効な旅券は約 1) 2 0 0万冊，即ち，国民 10人に 1人が旅券を所持し
ていることになる。今や海外渡航は，一般国民の日常生活の一部として定着した。









上述した 4 つのグループの命題特徴とは別に、 I~ といっても過言ではない j の命題に











4. 7. iといっても過言ではないj のモダリティ付加現象について
前述の A~D のグループ別のカテゴリーとは別に、 I~ と言っても過言ではなしリのあ
とに「だろう(でしょう)J Iと思いますJIかもしれません」などのモダリティ形式を付







た (11) ，、 「と思います」を削除した(11) ， )を比較してみたい口
( 11) ，世の常とはいえ、 {そうした大人たちの過剰反応が、子供のいじめを助長さ
-88-
せてきた]と私は思土こ主主口
(11) ， ，世の常とはいえ、 [そうした大人たちの過剰反応が、子供のいじめを助長さ
せてきた]と言]っても過言ではない。
( 11) と(11) ，で文末に用いられた I~ と思う」は、主張内容が個人的見解であること
を示すマーカーとなり、それ自体が《主張》の強さを緩和する配慮表現である口小野 (2005)
が rI ~と思う J は自分の主張を直接形で述べずに主張を和らげる配慮を行っている」と
述べている通りである口しかし、それだけを用いた (14) ，は《主張》を和らげるのに伴
ってその確かさを減退させ、不確実で自信無さげな《主張》にしてしまう効果も併せ持つD
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